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【協会からのお知らせ】 

 

 
 

   
                 

＊９月 ３日(木) ～４日(金)  

「施設園芸新技術セミナー・機器資材展 in 佐賀」の開催 

  場所：武雄市文化会館（佐賀県武雄市） 
 

＊9 月 25 日（金） 

「GPEC2021」第１回実行委員会の開催 

場所：アットビジネスセンター 501 会議室(中央区八丁堀 1-9-8） 
 

＊10 月 28 日(水)  

施設園芸技術指導士資格試験の実施 

  試験会場：ステーションコンファレンス万世橋 会議室 

(千代田区神田須田町 1-25 JA 神田万世橋ビル) 
 

※今後のスケジュールについては、新型コロナウイルス感染の影響が不透明であり、実施・中止・延期等の 

情報は速やかにお伝えできるように努めます。 

 

 

 
 

 

当協会では施設園芸に関する技術研修として、基礎知識・技術の習得を目的とした初級講座（５月

/本年度は新型コロナウイルス感染拡大のため中止）、より高度な内容の習得を目的とした中級講座

（８月）を開設しておりますが､中級講座を受講され、施設園芸技術指導士補の資格を有している方

を対象として、毎年、施設園芸技術指導士資格試験を実施しています。施設園芸技術指導士は、施設

園芸に精通し、栽培施設の設計施工管理・施設内環境管理・園芸作物栽培管理・経営管理等について、

技術的な助言・指導等を行うことができる専門家としての資格であり、受験資格のある方には奮って

受験していただきたくご案内いたします。今年度の試験は下記のとおり行う予定ですので、よろしく

お願いいたします。 

なお、第 15 回施設園芸技術中級講座は令和２年８月 26日（水）から 28 日（金）までの３日間、

新型コロナウイルス感染対策として例年より人数を縮小して千葉県柏市で開催し、13 名の方が熱心

に受講されました。 
 

編集・発行：一般社団法人日本施設園芸協会 東京都中央区東日本橋 3-6-17 山一ビル４F 

Tel:03-3667-1631 Fax:03-3667-1632  ホームページ https://jgha.com 

１．日本施設園芸協会 今後の主要行事予定 

２．「第 10 回施設園芸技術指導士」資格試験の実施について 



３．スマートグリーンハウス展開推進事業の推進状況 

記 
 

① 試験目的：施設園芸技術指導士にふさわしい知識・技術の習得がなされているか、指導者として

の適性があるか等を審査、判定することを目的としています。 
 

② 試験日時：筆記試験：令和２年 10月 28 日(水)  10:00～12:00 

面接試験：    同日         13:00～17:00 
 

③ 試験場所：ステーションコンファレンス万世橋 会議室 

            東京都千代田区神田須田町 1-25 JA 神田万世橋ビル  TEL：03-6859-8200 

（昨年度までと試験場所が異なりますので、ご注意下さい。） 
 

④ 受験資格：施設園芸技術指導士補の資格を有し､かつ実務経験が６年以上である者とします。 
 

⑤ 試験内容：筆記試験は択一式とし、中級講座の講義内容及び「施設園芸・植物工場ハンドブック」

の記載内容から 50 問を出題します。また､複数の委員による面接試験を受験者１人当たり 15 分

程度行います。 
 

⑥ 受験料：１）協会会員、学校関係        30,000 円(消費税込) 

２）会員外企業、一般          40,000 円（消費税込） 

受験されなかった場合でも、支払われた受験料の払い戻しはいたしません。 
 

⑦ 受験申込締切：令和２年 10 月９日（金） 

⑧ 合格者名の発表：令和２年 12月（予定） 

⑨ 問い合わせ先：〒103－0004 東京都中央区東日本橋 3-6-17(山一ビル４階)  担当：長岡 

                           TEL：03-3667-1631 FAX：03-3667-1632 
 
 

 

 

 

 

本事業の取り組みでは、今般の新型コロナ禍の影響により、各委員会や現地調査などを十分に実施

しにくい状況が続いておりますが、WEB会議を積極的に活用することで、各種調査・情報収集を進め

ています。 

① スマートグリーンハウス転換に取り組んだ産地の取組等の横断的な情報発信 

毎年継続的に実施している全国実態アンケート調査(大規模施設園芸・植物工場における作目・

規模・経営概況など)の準備を進めています。 

WEBセミナーシステムを利用して、スマート化技術を導入している生産者間の情報交換会を実施

予定です(９月末)。また、スマート化技術導入に関する全国的な情報を発信するために、WEB配信

方式のセミナーを計画しています(2021年１月予定)。 
 

② 先進的な取組を行う生産者のネットワーク形成、栽培・経営、データ収集・分析等の指導・助言 

スマート化技術を有効活用している全国の産地・生産者について、栽培技術・環境調節・作業管

理・経営管理などの各分野の専門家を派遣して、現地調査を行っています。現地訪問をしにくいと

ころについては、WEB会議方式で情報収集しています。各事例の栽培管理及び経営における技術導

入効果の分析結果は、10月以降に当協会ホームページで逐次紹介していきます。 



４．日本型大型(1ha)モデルハウス実証・支援事業 

③ スマートグリーンハウス転換に向けた指導者育成のための研修を実施、人材育成カリキュラムの検討 

全国6か所のモデルハウス型植物工場研修拠点(大学・試験研究機関)の協力を得て、施設園芸の

スマート化技術の基本知識、実践的手法に関する指導者育成のための研修を行っています。しかし、

各拠点ともコロナ禍の影響で受講生を一堂に会しての研修は実施しにくい状況にあり、年度当初の

研修予定時期から遅れているところや、WEB会議によるオンライン研修や録画配信などへの研修方

式の変更を検討しているところがあります。最新の情報は下記の当協会ホームページをご覧いただ

くとともに、各研修実施拠点に問い合わせてください。 

https://jgha.com/ps/ 
 

④スマートグリーンハウス転換の技術導入コスト及びランニングコスト低減に向けた検討・普及 

高機能な環境制御・情報利用システムを備えたスマートグリーンハウスの低コスト化のため、各

種システムの機能やコストおよび導入事例の調査を行います。環境制御システム・生産支援アプリ

などを調査し、適した生産規模について一覧表への整理を進めています。 

また、プラスチックフィルム等の廃棄処理コストの低減および資源有効利用のために、廃棄農ビ

フィルムについて、関東圏における県の境界を越えた広域処理の試行を計画しています。茨城県園

芸リサイクルセンターにおいて、９月下旬～11月に県外から廃棄農ビフィルムを搬入して、安全と

環境に配慮して処理試行を実施できるように準備を進めています。 

 

 

 

 

(1)事業の概要 

当協会では、わが国の１ha規模ハウスの普及と設置コストの削減を図るために、多収生産と作

業効率化が可能で過剰投資とならない合理的な仕様を検討し、平成31年３月に、トマト生産を想

定したモデルハウス仕様（東海版）を策定しました。今後、本事業に協力していただける生産者(実

証協力生産者)によって、モデル仕様に準じた1ha規模のハウスを建設してトマト生産を行ってい

ただき、期待する40t/10a以上の収量と効率的な作業体系および十分な収益が実現できることを実

証していきます。 
 

(2)実証事業の方法 

本モデルハウス仕様によるハウス建設・生産実証の運営方法について検討し、令和元年11月に実

施方法書を定めました。1つの実証ハウスにつき実証期間は3年とし、実証協力生産者はその間、生

産・経営指導のコンサルタントと契約することとしています。本事業より、コンサルタント経費の

半額を補助します(上限100万円/年)。この実証に必要な経費は、協会からの予算と本事業に賛同し

ていただける会員からの寄付により運営しています。事業実施期間は2019年度から約５年間(2023

年度)を見込んでいます。 
 

(3)本年度の取り組み 

 引き続き、実証協力生産者の募集を続けています。１ha規模生産の参考ハウスとして連携をお願

いしている(株)トマトパーク徳島様では、栽培が開始されました。そこで、現地検討会を行い、多

収生産のための仕様の選定、ハウス設置コスト、生産管理体制などの情報を得て、わが国における

１ha規模のトマト生産の発展方向について検討します。 

 



(4)広報活動の経過 

・トマト大型ハウス生産の可能性のある県への事業概要の訪問説明(東海地方、その他)。 

・機関誌「施設と園芸」のトピックス記事により本事業を紹介しました（189号、４月25日発行）。 

・2020年７月15日～17日にAichi Sky Expoで開催予定のGPECでは、主催者コーナーでモデル仕様ハ

ウスの実物展示を行う予定でしたが、コロナ禍の影響でGPECの開催は1年延期されました。2021

年7月14日～16日に同会場で開催されますので、その主催者展示コーナーにおいて、モデル仕様

ハウスの実物を展示する予定です。 

・当協会が主催する地域セミナー(2020.9.3～4、佐賀県武雄市)、および総合セミナー(2021.2.4

～5、東京都江戸川区)において、パンフレット配布等を行います。 

・AGRI JOURNAL 2020.７月号に記事が掲載されました。「日本型１haで大規模化を目指そう! 日

本施設園芸協会のモデルハウス仕様とは?」、P10-11. 

・AGRI EXPO ONLINE のカンファレンスで動画「これからの施設園芸の展望と日本型大型(１ha)

モデルハウス仕様」が公開されました(下記URL、ホールB、2020.8７/19公開)。 

https://expo.agrijournal.jp/conference/takaichi/ 

 

 

 

  当協会では、農林水産省の「基本方針」にもとづき、関係団体のご支援・ご協力を得て、農業

廃プラスチックの適正処理推進のため、対策委員会（６月 12 日開催）を設置し、ワーキンググル

ープ会議（第１回５月 22日文面開催）の活動を通じて事業を実施しています。 

令和２年度は、都道府県協議会等担当者会議・ブロック協議会・県域協議会における適正処理の

啓発、各評議会への推進資料の提供と共に、昨年度に都道府県協議会等の活動調査・市町村協議会

等の農業廃プラ適正処理チェックリスト調査結果の整理を行いましたので、これを解析整理し公表

予定しています。また各県及び市町村協議会・処理業者等への現地調査を進めるなかで、実態把握

を行うとともに適法化等適正処理を推進して参ります。    

一方中国廃プラ輸入禁止及びバーゼル条約等で再生原料の需要の先細りが予見されることから

農業廃プラの出口に大きな変化が起こりつつあり、適正処理体制を維持・拡充していくためには各

協議会等へ適当な助言・支援を行っていく必要があります。これらの状況を踏まえ、本年度は次の

ような計画にもとづき事業を実施しております。 
 

１．各ブロック協議会・都道府県協議会等の活性化を図るとともに適正処理体制を整備・強化するための助

言と支援を行う。 

(1) 普及促進資材の作成・配布では、パンフレット「〈農業用使用済プラスチック〉適正処理の

ごあんない」および「農業用使用済プラスチック適正処理の手引」の更新・改訂と、農業用産

業廃棄物管理票（マニフェスト）の提供をしています。 

(2) 適正処理および廃掃法遵守の現場までの徹底では、各ブロック協議会の計画的開催の促進、都

道府県協議会・研修会の開催促進、協議会・研修会等への講師派遣を要請時に対応しています。 

(3) 各都道府県協議会への協力・支援を適時に行っています。 
 

２．農業使用済プラスチックの回収・処理状況を把握し、関係者との課題の検討・協議を通じてリサイクルに

向けた適正処理の改善・拡充を図る。 

５.園芸用プラスチック適正処理対策事業の実施状況について 



(1) 現地調査の実施として、リサイクル優良県域協議会等の状況調査、弱体制県域協議会等の状

況調査、再生処理業者の状況調査を予定しています。 

(2) 前年度実施した農業廃プラ適正処理チェックリスト調査結果の解析及び検討し公表して行き

ます。 

(3) 情報の収集および発信では、再生処理の新技術・先進事例の調査と把握、適正処理関連セミ

ナー等への参加を予定しています。 
 

３．パンフレット・手引等普及促進資材の配布およびパネル展示等により適正処理の意識啓発を図る。 

施設園芸技術講座（８月/中級講座)、地域セミナー（９月/佐賀県武雄市）および施設園芸総

合セミナー（Ｒ３年２月/東京）において、手引き・パンフレット等の配布および適正処理パネ

ルの展示をします。 
 

４．各ブロック協議会等の適正処理普及・啓発活動に対して助成する。 

(1) ブロック協議会および都道府県協議会等への活動費助成および研修会開催等適正処理対策事

業経費の一部支出を要請時に対応する。 

(2) 不法投棄等産業廃棄物の処理支援に係る産業廃棄物適正処理推進センター基金への情報交換

等と共に拠出対応します。 
 

５．その他として 

スマートグリーンハウス展開推進における廃プラスチック処理関係事業計画の進め方について、

処理コストの低減及び有効利用に向けた取組に協力をする。 

 

 

【イベント紹介】 

 

 

 
 

開催実施についての問合せを数多く頂きましたが、本セミナー・機器資材展におきましては、政府

の方針である「あらゆる活動について、感染防止対策を講じることを大前提に、「感染リスクをコン

トロールしながら、どうすれば実施できるか」という考え方を踏まえ、３密を避け、来場者への検温、

手指消毒の実施、参加者全員によるマスク着用や一部フェースガードの着用など、新型コロナウイル

ス感染症の対策に万全を尽くして開催を下記のとおり行います。 

なお、セミナー会場は定員の１/２の厳守を行いますが、予定していました参加人数にお陰様で達

しております。いろいろな制限の中、出展者の皆様やご来場の皆様に対し、ご不便お掛けしますが、 

皆様のご協力よろしくお願いいたします。 
 

記 
 

・日  時  令和 ２年 ９月 ３日(木) 11:30 開場 12:30 開講～17:20 

令和 ２年 ９月 ４日(金)  8:30 開場  9:00 開講～13:00 

・会  場  武雄市文化会館（佐賀県武雄市武雄町） 

・参 加 費  セミナー聴講：1,000 円(２日間でも 1,000 円) 

                            但し、当協会会員企業の方は、無料 

（講演テキストは 2,500 円/１冊）  

機器資材展見学のみは入場無料 

1．「施設園芸新技術セミナー・機器資材展 in 佐賀」の開催について 



本セミナーは、「施設園芸･植物工場における先進技術と九州(佐賀県)の地域農業を支える施設園芸」

をメインテーマに、２部構成として２日間に亘り 11 口座を開催いたします。 

なお、併せて機器資材展も 20 数社の出展企業のご協力により、施設園芸資材、植物工場関連の機

器資材やハウス強靭化資材などの展示を予定しています。 
 

【特記】 ※講演プログラム等は、既に配布済みのチラシや当協会のホームページをご覧ください。 
 

 

 

 
 

 野菜流通カット協議会主催の加工・業務用野菜の情報交換会セミナーを下記のとおり開催します。 

このセミナーは、FOOD５展＋惣菜 JAPAN の展示会場内の惣菜 JAPAN セミナー会場で、10 月８日開

催されます。今年度のセミナーテーマは、毎年の様に各地で発生する気象災害や今回のコロナウイル

ス感染等を踏まえ、〝そなえる″をキーワードにした話題提供に加え、皆様が関心のある〝スマート

農業″の話題提供も行います。 

当協会会員にとっても、大変貴重な話題提供になるかと思いますので、ぜひセミナー参加いただけ

れば幸いです。 
 

   ● 開催日時: 令和 ２年 10 月 ８日（木） １３：３０～１６：３０ 
 

● 開催場所：東京ビッグサイト青海展示棟のフード展内セミナー会場 

会場は、りんかい線「東京テレポート」駅下車徒歩約２分 

ゆりかもめ「青海」駅下車徒歩約４分 

 

【情報交換会セミナー】 

・話題提供 （気象災害やコロナなどへの備えやスマート農業の今・これからなどを紹介）     
                                                               

テーマ ： 野菜流通カット協議会会員の新型コロナウイルス感染症の影響アンケート調査結果 

講 師 ： 株式会社流通研究所 常務取締役 有山 公崇 氏    

     

テーマ ： 京野菜・九条ネギの安定生産のためのＢＣＰ      

講 師 ： こと京都株式会社 代表取締役 山田 敏之 氏      

    

テーマ ： 加工・業務用野菜流通における災害対策の現状と課題     

講 師 ： 横浜丸中ホールディングス株式会社 常務取締役  岡田 貴浩 氏   

      

テーマ ： スマート農業からムーンショット型研究開発への展開    

講 師 ： 農研機構 農業技術革新工学研究センター  スマート農業推進統括監  長崎 裕司 氏

         

テーマ ： 気候変動とスマート農業       

講 師 ： 農研機構 農業環境変動研究センター 所長 渡邊 朋也 氏    

 

 

２．加工・業務用野菜の情報交換会セミナーの実施について 



 ・パネルディスカッション（含む、質疑応答）      

●パネラー         

・ 株式会社流通研究所 取締役 有山 公崇 氏      

・ こと京都株式会社 代表取締役 山田 敏之 氏  

・ 横浜丸中ホールディングス株式会社 常務取締役 岡田 貴浩 氏    

・ 農研機構 農業技術革新工学研究センター スマート農業推進統括監 長崎 裕司 氏 

・ 農研機構 農業環境変動研究センター 所長 渡邊 朋也 氏     

・ 株式会社  彩喜  取締役会長（野菜流通カット協議会会長) 木村 幸雄 氏  
 

●コーディネータ         

・ 農研機構 野菜花き研究部門 野菜生産システム研究領域 生産生理ユニット長 佐藤 文生 氏  

 

【特記】 

情報交換会セミナーは、10 月 8 日開催ですが、10 月７日～９日は、下記の展示会を開催していま

すので、〝食″にご興味のある方は、ぜひお越しください。 

記 

 ※ＦＯＯＤ展 2020＋惣菜 JAPAN2020 の案内 

●名  称・・・惣菜ＪＡＰＡＮ2020（中食・惣菜製造に特化した専門展示会） 

●会  期・・・2020 年 10 月７日(水)～９日(金) 開場時間：10：00～17：00  

●会  場・・・東京ビッグサイト 青海展示棟      

●入 場 料・・・2,000 円（税込）※招待券持参者･Web 事前登録者は無料   

●同時開催展・・フードシステムソリューション(F-SYS)、フードセーフティジャパン(FSJ) 

      フードファクトリー（FF）、フードディストリビューション（FD）、 

フード eコマース、冷食ＪＡＰＡＮ 

 
 

【国内情報】 
 

 

 

施設園芸等燃油価格高騰対策は令和２年度から令和４事業年度までの３年間の事業となっていま

す。 

 令和２事業年度事業実施計画等では、３月 18 日(水)～７月３日(金)の期間で都道府県協議会に対

して公募を行い、協会による書類審査等を経て、審査委員会を開催し、計画等の承認を行いました。 

推進事業については、９月上旬に補助金の交付決定を行い、施設園芸セーフティネット構築事業に

ついては、９月下旬にかけて補助金の交付決定を行います。 

また、実施状況関係では、令和元事業年度は、平成 29 事業年度に省エネルギー推進計画を新たに

作成した支援対象者の目標事業年度に当たることから、この支援対象者の目標達成状況を含め、道府

県協議会から９月末までに提出される令和元事業年度の実施状況報告及び省エネルギー等対策推進

計画の達成状況を整理し、農林水産省へ報告を行って参ります。 

会員の皆様には、引き続き本対策について情報提供して参りますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

1．施設園芸等燃油価格高騰対策の実施について 



 

 

 

 野菜流通カット協議会（事務局：一般社団法人 日本施設園芸協会）は、農林水産省の助成を受け

て、加工・業務用国産野菜の生産・流通等の拡大を図ることを目標に水田農業高収益作物導入推進事

業（全国推進）を実施しています。 

 今後のスケジュールとしては、皆様が参加可能な圃場での収穫実演会・セミナーや先進地視察・契

約取引セミナーや最先端物流センター視察・セミナーなど下記のとおり予定しています。 

                      記 
 

  ●先進的な物流センター視察及び物流・流通関連セミナーの開催 

     開 催 日:令和２年９月 29 日 

     開催場所:神奈川県横浜市管内 
 

  ●ブロッコリー圃場における機械収穫一貫体系実演会及びセミナーの開催 

     開 催 日:令和２年 11 月 26 日 

     開催場所:静岡県浜松市管内 
 

  ●加工・業務用野菜先進地視察及び契約取引セミナーの開催 

     場所：北陸管内（時期未定） 

     場所：長崎県管内（時期未定） 

  
         

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【行政情報】 
 

 

 
 
厚生労働省において、今般、集団感染発生事業場における要因分析等を踏まえた「職場における新

型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェックリスト」の改訂が行われるとともに、職場

における新型コロナウイルス感染症への感染予防、健康管理の強化について最新の状況を踏まえた留

意事項等が取りまとめられました。  

 

「職場における新型コロナウイルス感染症への感染予防、健康管理の強化について」（厚生労働省 8

月 7 日付け通知） 

https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000657471.pdf 

 

（参考）新型ウイルス感染症に伴う支援策に係る農林水産省の HP 

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/support.html 

 

２．水田農業高収益作物導入推進事業(全国推進)の取り組みについて 

上記のセミナー・現地検討会の開催要領等及び今後のセミナー予定等は､野菜流通カット 

協議会のホームページに掲載していますので、そちらをご覧ください！

野菜流通カッ ト 協議会
Vegetables Distribution and Cutting Association ＵＲＬ：http：//www.vedica.jp 

 

１．新型コロナウイルス感染症関係のお知らせ 



 

 

 

 例年９月１日に来年度の予算概算要求が公表されますが、本年は、新型コロナウイルス感染症の影

響で、１ヵ月ほど遅れるとのことです。公表され次第、当協会の HP等でお知らせする予定です。 

 

 農林水産省において、スマート農業技術の実用化や導入が進むに伴って、農業現場からは、異なる

機器・システムの利用に当たり、メーカーの垣根を越えて相互にデータ連携し、一元的にデータを管

理・分析することで、経営改善に生かしたいというニーズが高まる中で、農業者がシステムの壁を越

えて利用するデータの洗出し、データ連携の在り方の検討など、円滑かつ迅速な検討・整備に資する

よう、農業分野におけるオープン API 整備に向けた検討会（以下「検討会」という。）を設置されま

した。 

 当面、令和２年７月 17 日に閣議決定された規制改革実施計画における、位置、作業記録等のデー

タを取得するトラクター、コンバイン等の農機の使用に当たり、農業者がこれらのデータを当該農機

メーカー以外の作ったソフトでも利用できる仕組み（オープン API）の整備を令和３年度までに行う

ことされていますが、施設園芸の分野においてもデータ利用については、大きな関心ごとなので注視

していきたいと考えています。 

 

※農林水産省の「農業分野におけるオープン API 整備に向けた検討会」ホームページ 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/openapi.html 

 

 

【刊行物のご案内】 

●施設と園芸 

 2020 年夏号(190 号、令和 2年 7月 27 日刊行)  

 

【巻頭言】 

 野菜の生産から出荷・流通の合理化と発展に向けて   

～「Society 5.0」実現への取組み～ 

(農研機構 野菜花き研究部門長・岡田邦彦) 
 

【特集】選果・出荷・流通技術の動向 

○青果物の流通における包装による品質制御 

 （千葉大学大学院園芸学研究科 教授・椎名武夫） 

○低段密植栽培高糖度トマトの選果データに基づく販売管理と顧客への対応 

 （㈱新門トマト農園 代表取締役・新門 剛） 

○JA熊本市における野菜広域選果の取組みの現状と課題 

 （熊本市農水局西南部農業振興センター 所長・岡本 岬） 

○高品位選別システムを導入した高糖度トマト専用集出荷場の概要と運用 

 （JAおおいがわ 高糖度トマト集出荷場・飯塚晃平） 

２．農林水産省 令和３年度施設園芸関係予算概算要求について 

３．農林水産省 農業分野におけるオープン API 整備に向けた検討会について 



○キュウリの高機能選果機の導入による各生産者の出荷量・品質のリアルタイム把握の実際 

 （JA西三河きゅうり部会 改革プロジェクトサブリーダー・下村堅二） 

○農林水産物・食品の海外輸出の実際 

 （㈱エム・アール・ティー・ジャパン 営業部マーケティング課 課長・山本亮輔） 
 

【産地・生産者情報】 

○東京における都市型施設園芸の現状と展開方向 

 （東京都農林総合研究センター 生産環境科環境制御研究チーム 主任研究員・中村圭亨） 
 

【会社紹介】 

○耐候性ハウスの低コスト化の取り組み 

（サンキンＢ＆Ｇ㈱ 農芸事業部設計室設計課 課長・歌房裕士） 
 

【連載】 

○施設園芸におけるGAPの実際と展望 ① 

 GATT・UR貿易交渉時代までのEUおよび日本の施設園芸とGAPの実際（1970−2000） 

  （オイシックス・ラ・大地㈱、日本GAP協会元理事・阪下利久） 

○パプリカの大規模生産における作業実態とその改善法 その① 

作業に要した時間の実態 

  （大山克己１）／瀬戸田亜祐美２）／佐藤隆彦３）／松尾崇史３）／小野隆資３）／江口雅丈４）：1）

大阪府立大学人間社会システム科学研究科、2）Gorippy、3）㈱タカヒコアグロビジネス、4）大阪

府立大学研究推進機構） 
 

【施設園芸技術指導士の＜フィールドノート＞】 

○施設園芸技術指導士としての抱負 

 （東都興業㈱ 営業本部・勝田 徹） 

 

 予告 2020 年秋号(191 号、令和 2年 10 月 25 日刊行予定)  

 191号では、以下の内容を予定しています(都合により変更する可能性があります)。 
 

【特集】施設園芸のスマート化技術の動向 

○近年のスマート化システムの発達と施設園芸 

○全国的な農業生産データ利用システム(WAGRI) 

○計測・制御・情報利用のスマート化に対応したUECSの発展方向 

○最先端植物整理モデルを用いた生産効率の最適化モニタリングシステム「Thinking Farm」 

○ハウス環境制御の高度化とクラウドサービス「アグリネットアドバンス」の特徴 

○環境・生育データの共有と栽培管理支援ツールによる生産性向上 

○欧州製フェノタイピングシステムによる作物情報のモニタリング技術 

 

【技術情報】 

○大型ハウスにおける雨水の活用と貯水・排水の方法 

 

【トピックス】 

○わが国の園芸用廃プラスチック処理の現状と課題 



 
【事務局から】 

お願い！ 

このニュースレターは、会員の皆様の参加により作られます。 

会社の動向、施設園芸等に関する意見、協会や国に対する要望等の“皆様の声”を積極的に 

お寄せ下さるようお願いします。 

            発行責任者:事務局長 藤村 博志 (fujimura@jgha.com)         

作成担当者:企画部長  平島 誠也（hirashima@jgha.com） 

 

【連載】 

○施設園芸におけるGAPの実際② 

○パプリカの大規模生産における作業実態とその改善法② 
 

【会社紹介】 

○ハウス内の省力的な防除システム 
 

【施設園芸技術指導士の＜フィールドノート＞】 

○施設園芸技術指導士としての抱負 

 

 

 

【ＧＰＥＣ事務局からのお知らせ】 
 
 

●施設園芸・植物工場展（ＧＰＥＣ2021）開催について 

既に、ニュースレターやホームページその他ご案内等でお知らせ済みですが、当協会が主催する

施設園芸・植物工場展（GPEC）は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事態宣言の発令等を

受け、『GPEC in 愛知』の開催を 1年延期とし、下記のとおり実施予定です。 
 

記 
 

開催日程：令和３年（2021 年）７月 14日(水)～16 日(金) 
 

開催会場：『Aichi Sky Expo』(愛知県国際展示場) 
 

開催テーマ：未来につなげるＮＩＰＰＯＮ農業 

 

 「GPEC2021」第１回実行委員会を９月 25 日に開催して詳細内容の協議を行い、

出展募集は 10 月中旬頃より開始予定です。皆様からのご出展、ご来場をいただき

たく、引き続きよろしくお願い申し上げます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


